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要　旨

昨今の経営環境は変化の速度を日増しに速め，ますます

厳しいものとなってきている。激化する企業間競争を勝ち

抜くためには，経営者が企業の状態を正確かつタイムリー

に把握し，価値ある経営戦略を導き出すことが求められて

いる。そうしたニーズに対して，全社的なデータウェアハ

ウスの活用が注目されている。

データウェアハウスとは，従来の業務別に存在した企業

内データを，目的別に統合して管理蓄積し，分析業務に用

いるためのデータベースである。最近のインターネットの

普及により，分析対象となるデータ規模は飛躍的に拡大し，

データウェアハウスは大規模・高速処理が求められるよう

になってきている。

三菱データ・インテグレーションハブは，散在する種々

のデータソースを統合し，大規模なデータウェアハウスの構

築を容易にするツールである。分析サーバ“DIAPRISM（注１）”

は，大容量データに対して，高速な検索・集計機能を提供

し，スケーラブルなデータウェアハウスの構築を可能にす

る。これらの基幹製品の活用により，これまでのビジネス

を拡大していく新たなシステムの構築が可能となった。

今後のデータウェアハウスにとって，データの更なる大

容量化への対応と分析の高機能化及び高速化が重要な要素

となる。DIAPRISM技術を発展させた並列情報検索機能，

文書検索，データマイニング技術を用いることで，問題点

の洗い出し，新たな経営戦略の立案に必要な新たな知見を

得ることができる。リコメンデーションエンジンを用いる

と，分析だけでなく，その結果に基づいた予測を行い，更

なる効果的な経営戦略も提案することができる。
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（注１）DIAPRISMは，三菱電機�の登録商標である。 
（注２） Informaticaは，米国Informatica Corp.の登録商標である。 
（注３）SAP R/3は，SAP AGの登録商標である。 
（注４）Siebelは，米国Sieble Systems, Inc.の登録商標である。 
（注５）Windowsは，米国Microsoft Corp.の米国及びその他の国における商標又は登録商標である。 

（注２） 

広範囲に蓄積された異なる形式のデータを抽出し，必要に応じて加工を施して統合し，DIAPRISMにより膨大なデータを超高速に分析する。

DIAPRISMとデータ・インテグレーションハブを利用した全社規模のデータウェアハウスシステム
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